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緒　言
紀要編集委員会　　
　グローバル化の一方、世界では今、民族間の対立や狭量な自国第一主義、不寛容の精神が見
え隠れしている。日本においても、多様性に関する一般的理解は進んだ感があるが、異なる意
見を排除しようとする意識や、マイノリティへの差別や偏見が払拭されたとは言い難い。そし
て「学生と教員との身近な距離感」を標榜している本学において、さまざまな個性をもつ学生
たちに、私たちは適切に向き合えているのだろうか。
　こうした問題意識のもと、紀要編集委員会は本特集を企画した。寄稿を依頼した教員には特
集の趣旨を念頭に置いたテーマをそれぞれ設定して自由な見解を述べていただくこととし、
各々の関心のある分野に引きつけた論考も歓迎する旨を伝えた。
　執筆者各位は企画の趣旨をよく汲んでくださり、並々ならぬ激務の中、まさしく多様な観点
から論考をお寄せくださった。問題を考える端緒となれば幸いである。
多様性と向き合うための教育
稲　澤　　　努（表現文化学科准教授）
　私は文化人類学を専門としており、本学の共通教育においても、文化人類学の基礎を教える
講義を担当している。欲をいえば、受講生たちに15回の講義を受け終わった時に覚えておい
てほしいことはいろいろある。しかし、基本的にはまず「人類の文化は多様である」「文化に
優劣はない」ことを理解してもらいたいと考えている。グローバル化が進む現代だからこそ、
さまざまな文化を尊重する必要があるといえよう。ところが、期末試験などで「文化人類学に
おける重要な考え方である『文化相対主義』を『優劣』という言葉を用いて説明しなさい」と
いった出題をすると「文化相対主義とは、文化に相対的に優劣をつける考えである」という不
思議な（？）答えが毎回あり、そんな答案を書いたのがまじめに毎回授業に出席している学生
だった時には自分の指導力のなさを痛感してがっかりする次第である。教科書にはどこにもそ
んなことは書いていないし、授業中も何度も「文化に優劣はない」という話を繰り返していた
つもりなのであるが。
　また、我々人類学者の多くは、人類の文化が多様であることを学生たちに少しでも体感して
もらおうと、授業では視聴覚資料を用いたりもしながらさまざまな異文化について紹介してい
る。こうした人類学者があつまると話題になるのは、最近の学生たちが異文化を見た際に見せ
る「日本に生まれてよかった」という反応への戸惑いである。過酷な気候の中での狩猟や、見
たことのない儀礼、食べ物とは全く思えない食べ物、ヒトと動物との距離感……。人間がさま
ざまな面で「違うことに違和感をもつ」のは当然である。しかし、そこで「日本に生まれてよ
かった」としか感じられないというのは、完全な思考停止ではないだろうか。
　その原因のひとつは、異文化への関心の低さであろう。もちろん、そうでない学生もいるが、
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「違うこと」への忌避感を持つ学生が近年増えているように思う。「みんなと同じ」であると安
心するのがよくも悪くも日本人的だと考えられているが、その中でも最近の真面目な若者たち
は、妙に空気を読もうとする。明確な根拠があるわけではなく、あくまで私の実感でしかない
が、どうも上の世代よりも今の若者たちの間のほうが、強い同調圧力があるのではないだろう
か。
　もうひとつは、愛国心が強い学生が多いということも原因として考えられる。これは受けて
いた教育によるものなのか、近年繰り返し「日本はすごい」「日本文化は素晴らしい」と喧伝
するTVなどマスコミの影響なのかは定かではない。そしてこれもまた私の体験している範囲
の話でしかないが、最近の学生たちの多くは、みな不思議と「日本好き」である。
　逆にいうと、「日本に生まれてよかった」という反応に違和感をもつ人類学者たちは、あま
り日本が好きではないことが多い。少なくとも日本よりも他国のほうが暮らしやすい側面があ
る、くらいにはみな思っている。考えてみれば、日本社会に完全に適応し、社会にも文化にも
完全に疑問や不満がないような人は人類学者になっていないのかもしれない。さまざまな文化
や社会に対して興味を抱くから人類学者という職業を選ぶわけだが、「日本に生まれてよかっ
た」と考えがちな人は最初から人類学者にはならないのかもしれない。それゆえに人類学者は
異文化に対する「日本に生まれてよかった」という学生の感想に共感できないのであろう。私
が「日本に生まれてよかった」と思うのは、日本円の価値が現地通貨と比べて相対的に高いが
ゆえに、貧乏学生なのに現地で結構な金持ちになってしまったと感じた時と、あまり生ものを
食べる習慣のない国から帰国して生卵や生魚を食べている時ぐらいである。
　異文化に接して「日本に生まれてよかった」という感想を書いてしまうことのもつ問題点は
もうひとつある。「日本」ならばみな同じなのか？ということである。私はこれについて、「文
化人類学」だけではなく「日本文化論」「日本とアジアの歴史」などの講義においても「国家」
が文化の単位と同じは限らないことを学生に伝えてきた。実は日本国内にもさまざまな文化が
あることを学生たちは忘れがち、あるいはそれに気づいていないのである。近年、インバウン
ドの増加で日本各地において外国人を目にする機会は珍しくなくなった、というのももちろん
その一つである。ただし、日本で出会うことのできる「異文化」はそれだけではない。アイヌ
や琉球の人々も存在しているし、在日外国人の２世などは「日本に生まれた」としても「異文
化」を持つ側面がある。さらにいえば、東北の芋煮は他地域から見れば「異文化」そのものだ
し、恵方巻きもつい最近まで関西以外の多くの地域の人にとって「異文化」だったはずであ
る。従って「日本人」は無条件にみな同じ、と思うのはやはり「思考停止」だといわざるを得
ない。
　さて、このように「人間の文化」も「日本文化」も多様であることを知ることにどのような
意義があるのだろうか。ただ単に「物知り」になるだけであろうか。いや、決してそれにはと
どまらない意義があるだろう。
　まず、現在大学に在学している学生が、仮に卒業後も外国に全くいかず、日本国内で暮らし
つづけたとしても、もはや「異文化」に出会わずに一生を終えることは不可能であろう。外資
系企業や商社などで働く場合は言うに及ばず、どんな生活をしていても必ず「異文化」に出会
うことになる。学校や幼稚園、保育園に勤務すれば外国にゆかりのある生徒・児童に会うこと
になるだろう。飲食店に勤務すればムスリム対応メニューを必要とされることがあるかもしれ
ない。
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　さらに、お互いが「違うこともある」と考えることによって、外国人などだけでなく、地域
差や年代差など、さまざまな「異文化」にある程度対処できるようになる。自分の「常識」を
他人も共有していると思うのは危険だということを知っておくことの意味は大きい。「会社に
入ったら、そこは人類学者がフィールドとしてきた異文化世界だと思っておいたほうがいい」
というのが、私が学部時代にお世話になった恩師の教えである。宴会の仕方ひとつとってもさ
まざまな流儀がある。乾杯のやり方、注文の仕方、席の決め方、ビールは相手のコップが空に
なったらそそぐのか、その前にそそぐのか、そもそも手酌をよしとするのか……。その違いを
いちいちストレスに感じるのではなく、「どうやるのか」「なぜやるのか」を観察・学習するこ
とであらたな社会である「会社」に適応できるのである。もちろん、「ブラックな」制度やハ
ラスメントなどにつながる慣習を無条件に受け入れる必要はない。ただ、「どうしてこの人は
こうするのか」「なぜこんなことを言われるのか」を相手の立場に立って考えることができれ
ば、ただ単に「いやだ」と思うよりは上手な対処ができるというものである。
　牛肉も豚肉も喜んで食べるくせに牛や豚の解体映像をみて「気持ち悪い」「残酷な場面を見
せるのはやめてください」という学生が多い、という嘆きは授業を担当する人類学者の間でよ
くささやかれるものである。現在の日本のスーパーで買う肉は、すでに全く動物の形をしてい
ない。牛や豚が肉になっていく過程を目にすることはほぼないといっていいだろう。そのため
こうした感想が出てくるのは、不条理ではあるが、十分予想できるものである。しかし、先日
の授業での出来事には驚いた。アイヌの人々がかつて鮭の皮で衣服を作っていた過程を再現し
たビデオを見ていた時のことである。ある学生が鮭を三枚におろす場面のアップをみて、「す
ごく気持ち悪い」といっていた。これには横にいた同級生も驚いていた。「おいしそうなの
に……」。魚を食べる習慣のない国から来た留学生ではなく、日本の学生が魚をおろすのを見
て「気持ち悪い」というとは、私もびっくりした。このように、ほぼ同年代に生まれそのほと
んどが東北地方出身という、極めて均質な集団であってもおかしくはない尚絅の学生たちもま
た多様なのだ。私の授業を含めた日々の学びの中で、彼ら彼女らがそれに少しでも気づいてく
れたなら、授業をしている甲斐があるといえる。
求められている多様性への対応　― 仙台の路上から ―
今　井　誠　二（人間心理学科准教授）
（特定非営利活動法人　仙台夜まわりグループ　理事長）
全国的傾向
　厚生労働省によるホームレスの実態に関する全国調査（概数調査）の結果が、毎年ホーム
ページで公開される（http://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/index.html）。厚生労働省が全国
調査を開始した時点では、全国のホームレス数は２万を越えており、仙台でも200名を越えて
いた。だがこの数はあくまでも路上や公園などで寝ている人たち、“rough	sleepers”を目視
確認できた数であって実数ではない。2002年に民主党政権下で時限立法であるホームレス自
立支援法が成立し、全国の多くの自治体が自立支援施設等を運営し始め、支援に乗り出したこ
